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１．はじめに 

プロジェクトマネジメント（以下、PM）は、目標達成

に向けて、様々な制約条件（期間，予算等）の中で、様々

な観点から効率的効果的な管理を行うことを言う。 

国土交通省では、効率的な社会資本整備や説明責任が

求められる中、「PMビジョン」を平成11年 6月に策定し、

これまで事業工程管理（工程遵守）についての試行と検

証を進められているところである。１） 

このような中、福岡県でも、平成 11 年、平成 15 年に

博多駅が浸水するなど甚大な洪水被害が生じた御笠川の

河川激甚災害対策特別緊急事業（以下、激特事業）にお

いて、事業期間内完成や治水効果早期発現を目的に、PM

手法を用いた工程管理を平成16年度より実施している。 

本稿では、御笠川激特事業におけるPM手法を用いた工

程管理の取組みとその有効性について報告する。 

 

 

 

 

 

 

 

図１－御笠川のPM導入の背景 

 

 

 

 

 

 

 

図２－御笠川激特事業の概要２） 

２．御笠川激特事業における工程管理上の課題 

PM手法による御笠川激特事業の工程管理において、特

に取り組んだ課題を以下に述べる。 

２．１ 工程遵守のための適時かつ迅速な工程調整 

激特事業は、通常の従来型事業に比べて、“事業の規模

が大きい、期間が短い、工種が多い、関係者が多い”な

どの特徴を有する。また、河川改修事業では上下流バラ

ンスに配慮しながら、治水効果を早期に発現することが

求められる。御笠川激特事業においては表１の課題を抱

えていたため、適時かつ迅速に工程調整を図れる仕組み

を構築する必要があった。 

表１－激特事業工程管理における課題 

 

２．２ 上下流バランスのための改修順序調整 

河川改修においては、下流の浸水を助長しないよう、

上下流バランスを確保しなければならない。そのために

は改修順序の調整が必要であり、上下流依存関係を考慮

した工程計画を行う必要があった。 

２．３ 早期進捗のための方策の立案と実施 

河川激特事業では、事業期間が短い、河川内工事は非

出水期に極力行う必要があるといった時間の制約が大い

ため、一部の遅れが全体の遅れに発展する危険性が高い。

また、出水期には治水効果をより発現することが求めら

れることから、工程遵守（守りのPM）や効果早期発現（攻

めのPM）のための方策を実施していく必要があった。 
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３．御笠川激特事業の工程管理 

３．１ 工程管理システムの構築 

適時かつ迅速な工程調整を行うためには、実態を踏ま

えた軌道修正サイクルによる工程管理が重要であると考

え、予算要望と工程見直しの時期関係、人事異動の引継

ぎ等を考慮して、図３に示す仕組みを構築した。その結

果、工程調整および工程計画修正を、より速やかに、よ

り効果的に図ることが可能となった。 

 
図３－御笠川激特事業の工程管理システム 

３．２ 上下流依存関係を表現したネットワーク工程表

の構築 

PMを導入した建設事業等で用いられる工程予測のため

のネットワーク工程表は、通常、施工順序の依存関係を

踏まえて構築されるが、河川改修ではさらに上下流の依

存関係を考慮する必要がある。このため、御笠川激特事

業においては、上流側工事の支配要因となる区間や橋梁

等を目安に、施工順序の依存関係が異なる単位で区間分

割して上下流依存関係を表現したネットワーク工程表を

構築した（図４）。これにより、上下流バランスに留意し

た工程予測が可能となり、工程管理のさらなる効率化が

図れた。 

区間 工種

分割 分割

用地

護岸

掘削

掘削

下部工

（橋梁） 掘削

掘削

平成17年度 平成18年度 平成19年度

C区間 実施は、用地に依存す
るA区間工事完了以降
となる

（用地に
依存する
区間）

D区間

B区間

出
水
期 出

水
期

出
水
期

実施は、橋梁工事で
あるC区間完了以降
となる

上
流

A区間
下
流

 

図４－上下流依存関係を表現した工程表イメージ 

 

３．３ 早期進捗のための方策検討 

遅れ回復を含めた早期進捗を図るためには、上下流バ

ランスを図りながら、工程上のネック部の暫定開削を行

う場合が多いが、実施にあたってはその妥当性を判断す

ることが求められる。そのため、御笠川激特事業におい

ては、水理検討に加えて、施工の実現性や投資効果の評

価を行った上で、暫定開削による方策立案を行った。こ

れにより、関係者の理解が得られやすくなり、方策を速

やかに立案または実施することが可能となった。 

 

４．御笠川激特事業におけるPMの有効性 

PM手法を導入した前述の工程管理においては、円滑な

工程調整に加え、以下のようなリスクの防止・軽減、便

益早期発現を図ることにおいても有効性を確認できた。 

●突発的な事態への迅速な対処によるリスクの防止・軽

減効果： 平成17年福岡西方沖地震が発生した際、捨土

計画が変更となり掘削工事遅延による全体工程の遅れが

懸念された。そのため、早急に工程予測によるリスク分

析を行い、その結果、土捨場変更を早期に判断して、浚

渫工事および全体工程の遅れというリスクを回避した。 

●治水効果の早期発現による事業便益早期発現効果： 

治水効果早期発現方策検討の結果、最大規模の浸水被害

を受けた地区を抱える区間で治水目標を 1 年早く達成す

る追加対策を立案できた。さらに、関係機関等への調整

を行ったことで、実現することを可能にした。 

 

５．おわりに 

御笠川の取組みにおいて、PMによる工程管理手法を立

案し、結果として効率的効果的な工程管理が図れたこと

は大きな成果であると評価している。 

今後は、PMが有効と考えられる短期集中管理型の災害

対策事業や重点的治水事業への展開を期待するところで

ある。また、今後 PM を推進する上で、PM による管理上

の効果や投資効果についてのさらなる検証や、関係者に

おけるPMへの理解向上が重要課題であると考えている。 
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